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1. ダイアジノン抵抗性および感受性 イエ■パ 工 に 対 す る Barthrin, I)imetltrin および

1-NaphthylN-Methylcarbamateの効力へのピレトリン用共力剤の共力作用について

有機燐剤拡抗性昆虫の防除に関する研究 (第2報)松原弘道 ･伊藤兵書★ ･川崎政志 ･甲斐和敏 ･金森伸

一 (岐巾-̂学良学部員芸化学教室 ･岐阜県立岐南工業高等学校つ 39.1.22受理

ダイアジノン抵抗性イエバエの防除の目的をもって. 拡抗性の RP系ならびに感受性の高槻系両イ

エバエをtlも誠昆虫とし,これに barthrin.dimethrinおi:ぴ 1-naphthylN-methylcarbamate

叩刑ならびにこれらに5班の ピレト')ン17]共力剤をおのおの況FT]Lt=薬剤を局所適用法で投与しそ

れらの有効度を求め.非力皮を井定した. 何れの組合せでも火力効n!が槻黙されたが,抵抗性昆虫

防除には特に dimethrin および 1-naphthylN-methylcarbamate に火力刑としてそれぞれ

safroxanあるいは piperonylbutoxide を混合した薬剤が有印であることを認めT=.また抵抗性

昆虫に対する共力剤のJもカ皮と而系昆虫に対する共力皮の比との朋から蛇抗性flti山防除川 としての

薬剤の優劣を判定する方法を提案した.

著者らは的糾1)において有粒燐剤特にダイアジノン

抵抗性イエバエ防除の目的で,抵抗性の RP系ならび

に感受性の-(.V槻系雨イエバエを供試昆虫としてダイア

ジノンに5坪の共力剤を況用したものを局所適用法お

よびm粉降下袋田法で投与し,それらの薬剤の有効皮

を拭験したところ.RP系イエバエに対するダイアジ

ノンの効力-は何れの非力剤も兆力効果を示さず.ダ

イアジノン抵抗性イエバエを防除するにはダイアジノ

ンに共力剤を混用する方法では囚対主であることを知っ

た.安富2) によれば RP系イエバエの成虫はDDVP,

malathion,少,〆一DDT,γ-BHC,および dieldrin

に対しても抵抗性が大であり,また千非県に発現した

ダイアジノン抵抗性のイエバエに対する野外試験3)の

結氷では Nankor,Nankor+DDVP混合剤,Dipte･

rex+DDVP 混合剤および Baytex は一応防除効果

は認められるが絶対的のものではない とい う.また

Muscadomcsh'caはparathion,Delnav,Thiodan.

phorate,ronel,Chlorthion.Sevin,Isolan.Py･

rolan,heptachlor,heptachlorepoxide,chlordan,

dieldrin,γ-BHC,タ.〟-DDT.TDE,methoxychlor,

Thaniteにも強い交差抵抗性をもつが.ピレトリン,

アレスリン,barthrinおよび dimethrin に対する

抵抗性の増強は余 り大でないと靴 !iしている.故にYl:

祈らは人畜低享!3性と速効性をそなえ.かつ交諾三成抗性

の発現皮の少ない山からピレスロイドと carbamate

系穀山剤をダイアジノン拡抗性イエバエの防除用とし

てとりあげ, ピレスロイドのうち barthrin および

dimethrinを, また carbamate系のうち 1-r!aph-

thylALmethylcarbamate(以下 Sevinと称す)を

それぞれ選び,各I糊 は らびにそil.らとどレト1)ン用
Jt:･力剤との配合剤を用いることとした.先に松原7,8)

は barthrinおよび dimethrinのアカイエカの幼虫

に対する有効度ならびに両剤に対する各種共力剤の共

力効果について研究を行い,両剤が同昆虫に対して高

い毒力を示す外,共力剤によって効力が増故されるの

を報告し, また同様に Sevinl) についてもア.カイエ

カ幼虫を用いて研究を行い,Sevinに対しては各非力
剤ともそれらがピレスロイドに対する場合より退かに

大きい火力効米を示すのを認めた.しかしこれら3殺

山剤ならびにこれらとpiperonylbutoxide(以後 pip.

but.と略記),sulfoxide,〟-propylisome(〟-pro.

isomeと略記),safroxanおよびMGK-F5026(MGK

と略記)のようなどレト1)ンTT]火力剤との混合剤のダ

イアジノン抵抗性ならびに感受性系統のイエバエ成虫

に対する有効度ならびにこれら薬剤に対する感受性の

両系統間の差異については現在研究が殆んど無いので,

この点を明らかにすると共に,これら薬剤の通用によ

って有械燐剤抵抗性イエバェの駆除が可能か石かを確

める目的で,上記各薬剤をダイアジノン抵抗性の RP

l
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系ならびに感受性の高槻系イエバェの成虫に局所適用

はにより投与し,その毒力を求め,各共力剤の共力度

ならびに両系統胤における中火致死恭虫 (LD_5.) 比

および･)(･力皮の比を界定し若干の知見を村たのでここ

に糊lLtiする.

実 験 材 料

眺試柴剤および昆虫:barthrin,dimethrin(97,00/1

pip.but.(85.9%),sulfoxide,〟-pro.isome.,
safroxan(85%)および MGKは何れも先に松原6ユ8)

が報告したものと同一品,Sevinは 97%工業品をベ

ンゼンでii3結晶した mp1420のものであり,またダ

イアジノン抵抗性の RP系イエバェMuscadomesh'-

caおよび感受性の高槻系イエバェMuscadomesh'ca

zJlctnaは共に前報1)におけると同一のもので,RP系

においてはダイアジノンに対し揃槻系の8.8-10.4LtB'･

の抵抗性を示し,DDVP,malathionに対しては1.5

-2.0倍の抵抗性を持っている.両系統イエバエは豆

腐柏と兆)加筆L:Jを培地とし,粉 ミルクに砂地 (10:1)

を氾じたものを糾とし,rLL.]時に水を浸み込ませた脱脂

的塊で純水したもので,羽化後4-5日の雌で体式19

-20mgの紐全のものを川いた.

実 験 方 法

tlTLat1)に恥じ眺誠イエバエをエーテルル柏や5分lnjの

後,雌イエバエのみ50-110匹づつを逃別し,非剤の

アセトン約枚を5区以上0)兆出に分けて. ミクtlシ.)

ンジをJHいる跡軒適用法により庄山の胸背部に蛸下し

て糾 (5%砂地浴紋を脱脂純にしましたもの)を入れ

た大型シャーレに移し,18-250の室内に24時lu放'B

後死虫率を求め,Blissの方法に従い probit変換を

行い,これと非墓の対数から回帰PB緑を描き,それか

らIT_ll柑JJ旧式.LD-50および共力皮を求めた.湖虫剤

と共)J剤との出合割合は的報l) 同様に1:1および 1:4

とした.

ダイアジノン抵抗性および感受性イエバエに対する

barthrin 単剤およびこれとピレトリン用共力剤との

混合剤の有効度

上記の火映はによりJll剤ならびにこれに･特出および

4倍鐘の共力剤を氾合した兆剤をilhi系イエバエに通用

し節1表に示すような回帰方程式が才tqlられた.この方

程式から LD_6.を求め,さら･に両系統側の LD_50比

および殺虫能率比(ratioofregressioncoefficient)

(抵抗性(res.)/感受性 (sus.))を糾 11し同じく袈示

した.節1鼓のLD_60から各共力剤の barthrinに対

する共力皮を罪定し,さらに両系統皿の共力艦の比

(res./sus.)を求めると節2鼓のようになる.なおlt･

力剤111剤およびアセトンの沼力を同様に試験したとこ

2

.(
o
!T
t:1

寸
‥
t

p
u
t:
t
‥
t
)

S
J
S
!8
1
a
u
J(S

tu
n
J
q
T
a
J
J(d

q
I
!)A

u
O
tT
tZU
!q
tu
O
U

U
!
p
u
tZ

u
!1
q
一
J
tZq

q
一
!Jh

j(
ttt!U
!d
o
t
p
a
T
d
3
1
1
S
a
!Tl
a
S
n
O
tl
a
tq
!T
d
a
3
S
n
S

p
u
t2
3
u
tぶ
S
!S
a
l

u
O
u
!Z
t:!p

1
0
J
S
a
tt
!t
一
!q
O
J
d
･a
B
tZS
O
p

B
o
〓

o

u
o
!T
tm

b
H

.I

a
tq
tu



防 虫 科 学 節 29'怨-I

Tab一e2.Degreeofsynergism offivepyretbrum synergistswithbarthrinagainst
diazinonresistantandsusceptiblestrainsofhouseflies.

Degreeofsynergism 】

Synergist(ratiowithbarthrin)

Pip:but. (1:1)

Sulfoxide (1:I)

〟-Pro.isome (1:1)

Safroxan (1:1)

MGK (1:1)

Pip.but. (1:4)

Sulfoxide (1:4)

〟-Pro.isome (1:4)

Safroxan (1:4)

MGK (1:4)

ち,況剤中に令イJせられる斑の稚関内では両系統jl:･そ

の彫守馴ま殆んど1.r托祝出来る程度であった.また木実帆

年と2年にわたって行ったため,眺試托虫の感受性の

変只のためか致死椛,非力庇などに幾分のくいちがい

を生じた.

郡 1,2滋の結果において両系統イエバエに対する

barthrin叩剤の LD-80(FLg/fly)を雌イエバエの平均

休爪20mgとして換節すれば拡抗性系統では117･均88.9

/Lg/gb.W･.感受性系統では 83･0/Eg/gb･W･で,そ

の比 (res./sus.)は1.07であり交ズ三拡抗性が殆んど

認められない.Forgashetal.b)によれば barthrin

のダイアジノン拡抗性 イエバエに対する LD_50 は

63.0/昭/gb･W･.感受性の Wilson系イエバエに対す

るそれは20.9FLg/gb.W･で,またその比は3･01であ

り弱い交差拡抗性が認められるという.このLD-50位

から我が国の高槻系イエバェは barthrinに対する抵

抗性が Wilson系統の4倍も強いこととなる.

Barthrin に対する各校張力剤の共力度を許定する

に感受性のイエバエに対し barthrin:safroxan1:4

氾用の場合のJt-))皮 (8.78)以州 ま何れも3.5以下で

特にMGKの如きは何れの系統でも極めて微弱なjt:･

力効果しか表わさないIJTがホされている.また抵抗性

系統では混合比 1'.1と1:4との['TTJの火力度に大差はな

いが,感受性系統では sulfoxideISよびMGK以外

は 1:1より1:4の場合の)(:･JJl如 '･2-31f乍大である.

先に Gersdorffetal.10) は pip.but.はbarthrin

に対してそれがアレス.)ンに対するとMじFIJ圧の)t:･JJ

皮を示すことを報ZEiL, Chadwicketal.= および

松原7)はこれに反し pip.but.は一般に barthrin

1.66

2.75

1.31

2.35

Ratio indegrees
ofsynergism

1.24 】 0.84

Relativeeffect.
ivenessagainst
resistantstrain

(A･A′/B)

8

5

3

5

6

5

7

1

5

8

2

2

1

3

0

…要目 -三〒

0.82

0.61

0.65

0.46

1.24

に対してはそれがピレトリンあるいはアレスリンに対

するFIl1人な7JT:･JJ効Ll王を,･ホさないことを二l三･F(したが,

ホ'Ji即日こわいて!･B･TT'i<作系統にボされた八･力俊のLLltと

Goodwin-Bailey12)がイエバエにpyrethrins:PIP.

but.を 1:1および 1:5の比に出合したものをI'aJp97通

m法で授与した似合のその)I:･jJJ皮のLE(I2.3i.･よぴ5.1

とを比恨するとrtlfJ-PTlのItrlが後作より小で光の Chad-

wicketal.の三1:.弧を支持する紡只ミを与えている.柄

系W'''Jにわけ7/nfTUr:･JJ刑の)T;･JJJ空の比 (res./sus.)

を}定めると,氾合比 1:4の場合の MGK を除き何れ

の)[;･ノJ剤でも0.5以下で,抵抗性イエバエでは!･LIGJ32性

のものの1/2以下のJl:･力効ilミしか表わさないこととな

ち.

共力剤を混用した barthrinの両系統イエバエに対

するLD_SD比 (res./sus.)は混合比 1:1の場合は何

れも1.5以下で,交差抵抗性が認められないが,それ

が 1:4となると MGK 以夕日ま何れも2.0以上で弱い

交差拡抗性が認められる.MGK の)hJJ俊が桝弱で八･

力剤としての糊f如'･もたれないのでこれを除夕日/て考

えると,交刀.抵抗性の点からも抵抗性イエバエの耶除

には barthrin+synergist氾合剤の道川は不利であ

ると称し狩られる.

barthrin+synergist配合剤の殺虫能率は細論何

れの系統でも barthrin単剤より大であり,.両系統間

の比 (res./sus.)は混合比1:1の場合は何れも1.l-

l.3で, 1:4の場合は MGK 以夕日ま何れも1.Oよo

大であるが, その うちでも 〝一prO.isomeおよび

safroxanは兆に高い伯 (1.8)を示す.なお Forgash

etallb)は barthrinJll剤の殺虫碓率比 (res./sus.)

に1.10のTLltを得ているが,木実験では0.98ならびに

3
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0.97で,これより僅かに低い.

なお本実験において bartbrin:synergistの混合

比が 1:4の場合,barthrin単剤では LD_50比 (res.

/sus.)が 0.96で交差紙抗性が認められないがこれに

safroxan を混用する時はその LD_50比が 4:22とな

り,共力剤混用のためにかえって交差抵抗性が 4.22/

0.96-4.40倍に増大したことになる. われわれのlgl

符するのは共力剤の氾用によって抵抗性昆虫の交差抵

抗性のは少することと剛 寺に補い兆力皮を示すことに

あるから,穀虫剤に火力剤を加用することによって抵

抗性系統の昆虫を防除しようとする場合は単にその系

統の昆虫に対する殺虫剤の効力へ示す共力皮の値のみ

によって評価するのは危険で,抵抗性昆虫への共力皮

と共力剤加用による交差抵抗性の減少皮との枇 (これ

は第 2表中の抵抗性系統への非力皮Aと両系統昆虫に

対する共力皮の比 A/Bとのfl'lA･A/Bに等しい)で

算定するのが妥当と考えられるので,この他を抵抗性

昆虫防除剤としての優劣を判定する新しい指班として

捉案したい.すなわちこの他の多いもの程優れた共力

剤ということが山来る.この他を邦2表の投右欄に示

した.barthrinにおいては混合比 1:4の場合でもこ

の他は MGK以外は何れも1より小で,この数字から

もダイアジノン抵抗性 イエバエの防除には barthrin

+synergist混合剤の適用は不利であるというTJ'Uに述

べたと悶じ結論が示されている.

ダイアジノン抵抗性および感受性イエバエに対する

dimotttrim単剤およびこれとピレトリン用共力剤 と

の混合剤の有効度

JTu項の barthrin と同様の実験を行い第3,4表の

ような結果を得た.

邦3,4波の結果において両系統 イエバエ に対する

dimethrin蝉剤の LD_60 を barthrinの場合と同様

に政界すれば,抵抗性系統では平均 25.9FEg/gb.W.,

感受性系統では 157･9FLg/gb.W･で,その比 (res･/

sus.)は 1.64であり.雌かに交差抵抗性が認められ

ち.Forgashetal.I)によればダイアジノン抵抗性イ

エバエに対する dimethrinの LDl80は128FLg/gb･

W.,感受性のそれは 46.5ILg/gb.W.で, その比は

2.75であることから本Vも試 イエバエ における交差抵

抗性はこの約 1/2に相当する.Forgashetal.8)の用

いた感受性系統 イエバエに対する LD_6｡値から,戟

が国のダイア汐ノン感受性イエバエは dimethrinに

対する抵抗性が感受性の Wilson系統の 3.3倍も強

いこととなる.

Dimethrinに対す る各種共力剤の共力皮を辞定す

るに,両系統何れのイエバエに対しても,その混合比

1:1および1:4ともにMGK以外はその値が2以上で,

barthrin に対するそれら共力剤 の共力皮より一般に
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Table4.Degreeofsynergism offivepyrethrum synergistswithdimethrinagainst
diazinoni･esistantandsusceptiblestrainsofhouseflies.

大であることが認められる,先に松肘 )はdimethrin

のアカイエカ幼虫に対す る致死効力- binokinin,

pip.but.および MGKはそれらが barthrinに対

するとほぼ同相皮の)ヒカ効栄を示す郡を観察して店る

ので.本失敗のようにイエバエにわいては火力剤に対

する感受性がアカイエカ幼虫と只なるものと考えられ

ち.なお dimethrinのアカイエカ幼虫に対する致死

効ノJへの'̂和天然および合成火力剤 (況合比 1:8)の

火ノJ度は何れも 1.16-1.95で2.0以上のものは田川

であったが.イエバエでは況合比1:1あるいは1:4で

もこれよりibかに揃いllfiを示し.MGKを除けば何れ

も2.0以上で,柑 こ況合比1:4の場合.拡抗性系統に

対する pip.but.および safrox-anの火力度は新し

く高い･またn-pro･isomeおよびMGKでは混合比

1･.1と 1:4との閏に共･力度のZl'.は余 りないが. pip.

but.および safroxanでは1:4の場合は 1:1の場合

の1.5-2.7倍の火力度を示す. 両系統抑 こJ3ける各

ll:･力剤のIt:･力度の比 (res,/sus.)は混合比 1:1およ

び1:4とも MGKを除けば何れも1.0以上で,拭抗

作系統においての万が共力度が大であるという優男性

をもっている.柑 こ1:4混合比における safroxanで

は,抵抗性系統にわける八･力度が 7.12で最高である

上.この比と抵抗YI'.系統に対する火力度との机 (第4麦

のA･A/B=17.2)もまたIa7.1であり.pip･but･(A/B

-1.16;A･A/B-7.21)と八･にダイアジノン抵抗性イ

エバエ駆除剤として優れていろことがホされている.

非力剤を混用した dimethrinのPd'系統イエバエに

対する LD_.o比 (res./sus.)は dimethrin:syn･

ergist1:1の場合の MGK(1.78)および saEroxan

(1.52)ならびに混合比 1:4の場合の MGK(3.05).

pip.but.(1.51)および sulfoxide(1.42)以夕日ま

ほぼ 1.0に近く.交刀拡tJt性が認d)られない上,

MGK以外のflrHiLLllJれの場合も 1.6以下のJ:丘から.

dimethrin+synergist氾合剤によるダイアジノン抵

抗性イエバエの耶除は-JJ列な'JJ一法と称Lr.IられTJ･

Dimethrin+syneigist配合剤のiJldl能ヰlほ2.3の

例外を除き何れの系統でも dimethrinlll刑より火で

あるが,両系統州の比 (res./sus.)はu合比 1:1の

吻合の sulEoxide.saEroxanJ3よぴMGK以外.ま

た1:4の切令の safroxan以夕日ま何れ.も1.0より小で

ぁる.なお Forgasheta1..,は dimethrid111mの

殺虫能率の比 (res./sus･)は 3･91/3･81-1･03とい

う他を得ているが.木実験では4･06/4･50-0･90およ

び 6.71/3･27-2･05である.

ダイアジノン抵抗性および感受性イエバエに対する

SeYinおよびこれとピレトリン用共力剤との混合剤の

有効度

ftJTEqiの2ピレス｡イドとI■11tRの火映を行い郡5.6誠

のような約邪を才r.Iた.なJ.･両系統イエバエの別行邦に

Sevinのアセトン折紙を柄下した均分,rfl']昆山のSe･

vinに対すろ紙抗作が湖火であるため,大部分の Se･

vinが白色tJ.:品として-2Z13tに抑Iけ るのが槻黙され,

f等にイエバエの休内に渉透する非rRは適用員より追か

に少虫と想像せられるけれども,木実鮫ではミクロシ

リンジから滴下投与した Sevin量で計算した.

節5表の結果において,イエバエに対するSevin畔

剤の平均 LD一,｡ は抵抗性系統では 321.4FLg/female

fly,感受性系統では 160.5FLg/femalefly でその比

(res./sus.)は 2.00で雌かの交差抵抗性が認められ

ち.Forgashetal.1)によればダイアジノン抵抗性イ

5
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エバェに対する-SevinのLD-80は>6,000JLg/gb.W･,

!･LIQ受任 Wilson系イエバエに対するそれは 162/Lg/g

b.W.でその比は 37以上であり, また Mengleet

al.13'はダイアジノン抵抗性の R-Aおよび R-P系統

のイエバエ (旭Q受性のそれぞれ37および15liで)･に対

する SevinのLD150は感受性系統のイエバエに刈す

るそれの25および15伯であると鞘告していることか

らみ柑ま,供試 RP系イエバエは高槻系を韮準とすれ

ば,S与Vin主糊 qに対する交差抵抗性はかなり低いもの

といえる. しかし-F'有税系イエバェに対する Sevinの

LD-50イ山まForgashetal･1)(162lLg/gb･W･,)Eld･

efrawi etal.ll)(0124/Jg/femalefly)および Mengle

etal･13)(45FLg/gb.W･)のそれに比較すれば柚めて

高いTlfiで,本イエバェは Sevinに対し.的紳 て'I.I.iV､拭

抗性を持つ系統であり,さらに RP系イエバエも Fo･

rqashetal･の印ll!-i･したダイアジノン拡抗性イエバエ
(LD-80>6,000/Lg/g)の<2･5イilT･の Sevin拭抗化

をもつ系統といえよう.従って両系統イエバエ0)効火

的な防除は Sevin 岬剤の通用によってはiBL難い.

Sevinに対する各種兆力剤の共力度を算定す るに両

系統何れのイエバエに対して,その混合比 1:1および

1:4とも極めて甫い伯が和られ,叔低の MGK (感受

性 1:1)でさえ8.76で,barthrinならびに dimeth･

rinに対する5兆力剤の何れの場合よりも高い.特に

このうちでも Sよfroxanの兆力皮は殻も大で,混合比

1:4の場合抵抗性系統では 1,817,感受性のそれでは

1,243というような幣只的の火力班を示し.これに次

いでは pip.but. の 404.7(抵抗性)れ tぴ 317.4

(感受性)が大きい肌を'示す. MoorefieldlB)I,I.tぴ
Fukutoetal,16)はイエバエを川いての火映にわいて

sevin■に対する pip.but. の共力皮は40以上であ

ることを械EB･しているように,ピレト1)ン用非力剤は

一般に Sevinならびに carbamate系殺虫剤に対し

てはそれらがピレスロイド掛 こ対するより退かに朗搾

な非力効果を表わすといわれているが,本火映におい

ても混合比1:4の場合は何れの系統のイエバエに対し

て何れの共力剤でも60以上の共力皮を示す. このよ

うに極めて高いイ如 三相られるのは.両系統イエバエに

対する Sevin単剤の LD_50値が今迄の芸t;･研兜薪の

伯より遥かに大であることにも原因するものと.tiLわれ

る.

なおSevin+synergist混合剤の混合比 1:4の場合

の共力皮は一般に氾合比 1'.1の場合の兆力庇より何れ

の組合せならびに系統においても,2-7倍大であり,

barthrin.および dimethrin の場合と幾分異ったql

向を示す.

両系統佃における各躍共力剤の兆力度の比 (res./

sus.)は Sevin.･synergistの混合比1:1および 1.'4
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Table6.Degree､ofsynergism 6f丘vepyrethrum synergistswithSevinagainst
diazinonresistantandsusceptiblestrainsofhouseflies.

I朋しの組合せでも1.0以上で,抵抗性系統においての

方が共力皮が大であるという陵れた点をもっている.

特に最も非力皮の大である Sevin+safroxan社主合剤

においてこの比が 2.21(1:1)および1.46(1:4)で,

他の混合剤に比して大きい伯であり,この他と抵抗性

系統に対する火力皮とのも■t(A･A/B)はそれぞれ1,894

および 2,326で,3碓殺虫剤rP最謁他であり, pip.

but.(同じくその机は286および518)と共に抵抗性

イエバエの駆除剤としての陵秀性を示している.

liI;･力剤を況FT]した Sevin の両系統イエバエに対す

る LD_,o比は Sevin:n-pro.isome1:4の場合

(0.80)以夕日ま何れも1.0以上であるが,大部分は1.5

以下で械かな交Z･･:抵抗性しか認められない点からも

Sevin+synergist況合剤による抵抗性 イエバエの駆

除は有利な方法と-考えられる.

なおSevin+synergist荘丘合剤の殺虫碓率は抵抗性

系統に対する1:1混用の場合以タいま何れの机合せでも

Sevin蝉剤より大であるが,両系統佃の比(res･/sus･)

は Sevin:safroxan1:1および Sevin:〟-pro.iso･

mel:4以外は総て1.0より大で,この点からもSevin

+synergist混合剤は抵抗性召虫防除剤としては有利

な性他をそなえていることとなる･

総 括

有機燐剤拡抗性イエバエを防除する目的をもって,

ダイアジノン抵抗性の RP系イエバエおよび感受性の

高槻系イエバエをtJも誠l舶 ttLで,これらに対し bar･

thrin.dimethrinおよび Sevin の叩剤ならびにこ

れら薬剤に対し pip.but･,sulfoxide,〟-pro･isome,

safroxanおよび MGKのようなどレト.)ン川)I:･力剤

をl:1および1:4の割合に配合した非剤を羽化後4-5

Hの雌イエバエに柑gTr適川法で投与し,その非lIは一致

死率から probit法によってそれら柴刑の LD_bo女

求め,I)f:せて各火力剤の3兆剤に対する火力庇を1,7:'ji:

し,さらに拡抗性昆山と感受牲ll王山との LD_MLと,)t･

力皮の比および牧山伐irLの比などから拡抗性イエバエ

yJ'除剤として中段劣を判r起した･ .I.

何れの barthrin+synergist氾合剤もilIJ系統イエ

バエに対してJt･ノJ効火を示すが,それら)i:･ノJ剤がピレ

ト.)ン15よぴアレス1)ンに対して-,ltす)UJIA:よりiFLやゝ

に劣る. 榊系統lt'Jの火力庇の比 (res･/.sus･)は配分

比 1:4の場合.MGK 以夕日よその肌が 0･.5以下で･

抵抗性イエバエではJt･JJ効果が感受性に対するよりか

なり尖り, また両系統イエバエに対する barthrin+

synergist混合剤のLD_80比 (res./sus.)は MGK

以タいま何れも2･0以上で交差抵抗性カ:>認められる･

殺虫剤に共力剤を混用したものを殺虫剤抵抗性昆虫

の防除剤として適用する場合の比有効度の罪定法とし

て,抵抗性昆虫に対する共力皮と両系統FLT_TJの火力皮の

比 (res./sus.)とのも'lを求める1JJ法を以黙し, その

イtliの大きいもの程才f効TB:の火であることとしたが,

barthrin+synergist氾合剤の似合の13のおのの机

は,氾合比 1･.4の場合何れも1.24以下の小さい†伽 '･

狩られることからも,ダイアジノン抵抗性イエバエの

防除に対して barthrin+synergist丑i合剤の適用は

有利なJJ'法と称し才.Jない.なお barthrin+syne'rgist

況合剤の殺虫能率の両系統掛 こおける比 (res･/sus･)

は MGK(1:4)以外は何れも1.0より大である.

Dimethrinに対するピレト1)ン用共力剤の姑力皮

は配合比 1:1および 1:4とも MGKを除けば何れの

机合せでも2.0以上で,barthrinに対するそれら共

ノJ剤の火力皮より何れも大であり,またアカイエカの

7
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幼虫を供試昆虫とした場合より本実験のようにイエバ

ェ成虫を用いた方がその致死共力度は一般に大である.

は,混合比 1:1および 1.:4とも MGK を除けば何れ

も1.0以上という優れた性質を布する.

共力剤を混用した dimethrinの両系統イエバエに

対するLD_..比 (res./sus.)はMGKを除けば何れ

の場合も1.5以下で,交差抵抗性が殆んどみられない･

Sevinに対する両系統イエバの抵抗性は先に他の研

究者によって報告せられた旭より造かに大で,Sevin

蝉剤による駆除は凶難と.Filわれるが.これにピレト1)

ン用共力剤を出川すれば両系統イエバエに甚だ強い共

力効米を示し.最低のMGK(感受性 1:1)でも 8･76

で,saEroxan(抵抗性および感受性 1:4)では 1,817

および 1.243.pip.but.でも同様 405および 317

という焔火的のlli力皮を示す.両系統跡 こおける各火
出刺の)t･JJ班の比 (res./Bus.)は出合比 1:1および

1:4とも1.0以上という蛙れた性質をもっている･

火力剤を況FT]した Seyinの両系統イエバエに対す

る LD_帥比 (res./Bus.)は sulfoxide(1'･1)を除

けはILIJ41,も1.5以下で,殆んど交Z,:抵抗性が認められ

ない.

火力剤を氾川した Seyin の榊系統イエバエに対す

る牧山能率の比 (res./su舌.)は 1,2の例外を除けば

何れの似合も1.0より火という腐れた性随をもってい

ち.

以上各ビレー')ン川火力剤の3殺山剤に対する非力

瓜 i11丘系統イエバエIL'Jにおける況合剤の交･左舷抗岨

八･力皮の比 LD_｡o比および殺虫能率比さらに著者ら

の投射 こよる抵抗性昆虫に対する兆力皮と両系統昆虫

に対する兆力皮の比とのもは どから考察すると,ダイ

アジノン抵抗性イエバェの駆除法としては Sevinお

よび dimethrinのおのおのに共力剤としてsafroxan

あるいは pip.but.を況合した非剤の適用に希望が

もたれる.

ホ研兜生rlの一部は吉川秀招教授を代表者とする昆虫

a)兆剤拡杭性に肝3-る総合研究班によった.
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R由umi

Anevaluationwasundertakentowarddiazinon

resistantRPstrain(MuscadomestEca)andsus･

ceptible Takatsukistrain (Muscado桝eSh'ca

vicl'na)ofhouseflies.inordertocontrolorgano･

phosphorousinsecticide･resistanthouseflies,by

combining barthrin, dimethrin, 1-naphthyl

N-methylcarbamate(Sevin)with pyrethrunナ

synergistssuchaspIPerOnylbutoxide.SulEoxidc.

〟-propylisome,safroxanandMGK-F5026.

Dosage.mortalitydatqwereobtainedbytopical

applicationoftheinsecticidesandcombinations

withsynergistin I:Iandll.4ratioto 4-5-

days-oldfemalehouseflies.Thedegreeofsyner･

gism ofeach synergistforthese:insecticides

wascalculatedfrom medianlethaldose(LD_80)

whichobtainedbyprobitmethod.

Allthecombinationsofbarthrinwithpyre･

thrum synergistsweresynergisticagainstboth

strainsofhouseflies,butthesecombinations

showlowerorderofsynerglSm thanthesimi･

1arcombinationsofpyrethrinsorallethrin.

Whenthebarthrin･synergistratiowas1:4,all

theratiosindegreeofsynergismbetweenboth

strains(resistant/suPceptible)werelowerthan

O･5exceptMGK;furthermore,alltheLD-60

ratiosinsymergizedbarthrinagainstbothstra･

ins(res･/sus･)werehigherthan2･Oexcept

MGK.Thelowcross.resistan.cewasobserved

betweenbothstrains.Therefore,itisapparent
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thatthebarthrin･synergistcombinationscan

hardlybeappliedforcontrolofdial:inonresist
tanthouseflies.

Allthedegreesofsynergism ofpyrethrum

synergistsfordimethrinwerehigherthan2.0

intheboth cases1:1and 1:40fdimethrin

synergistratio,exceptMGK.Ingeneral.the

combinationsofdimethrinwithpyrethrum sy･

nergistsshow higerorderofsynergism than

thesimilarcombinationsofbarthrin.andthe

degreeofsynergism forlethaleffectagainst

adultl10uSeflieswashigherthanthatoflarva

ofthecomTnOnhousemosquito(Cutcxpipfens

paLtcns).Alltheratiosindegreeofsynergism

betweenbothstrains(res./sus.)showedsuch

splenがdpropertyashigherthanl･Ointheboth

cases1:1and1:40fdimethrin･synergistratio

exceptMGK.TheLD_80ratioin synergized

dimethrinagainstbothstrains(res./su≦.)was

lowerthan1.5exceptMGK,thatis.thecross

resistancewasscarcelyobserved.

Theresistanceofbothstrainsofhouseflies

againstSevinwasinmuchhigherlevelthan

thatobservedbyotherpreviousinvestigator.

Theseinsectwouldnotbecontrolledbyappli-

仁ationofSevin alone.But,when Sevin was

combinedwithallthesynergist,thesecombi一

mationsshowedremarkable synergisticeffect

onbothstrainsofhouseflies.WhentheSevin_

synergistratiowas1:4,thedegreeofsynerglSm

ofsafroxanorplperOnylbutoxideagainstresi･

stantandsusceptiblehousefliesshowed such

marvellousvaluesas.1,817;:1.243and405;317

respectively.Alltheratiosindegreeofsyner一

gism between bothstrains(res./sus.)were

higherthan1.0inthebothcases1:1and 1:4

ofSevin-synergistratio.andalltheLD_BOratio

ofthesynergizedSevin againstboth strains

(res･/sus.)werelowerthan1.5exceptsuIEoxide

(1:1).Thecrossresistance wasscarcelyobse･
rved.

Bycalculatingthevalue(degreeofsynergi･

Sticactionagainstresistantinsect)×(ratioof

synergisticaction between both strains).We

cancomparetheeffectivenessofinsecticides.

Thehigherthevaluethebetterthesynergized

insecticide.SynergizedSevinordimethrinwith

safroxan orplperOnylbutoxidehas superior

effectsontheresistanthouseflies,and itcan

beappliedforpracticaluse.

TheRclatioTLbetweentheLengthoftlleL&ryAIPeriodAndAdultSl柑亡eptlbllitieさtOInBeCti･

cide8inttteHousefly.KazuoBIJ丘Ⅰ(PublicHealth ResearchInstitute.Osaka･Fu,Osaka)

andYoshiharuFuJ(tTITARA(IkedaHealthCenter,Osaka-Fu.Ikeda,Osaka)ReceivedJam.31,

1964.Botyu･Kagaku,29.9,1964(withEnglishrgsum卓.14)

2. イエバエの幼虫期問の長さと殺虫剤感受性との関係について* 武術和雄(大阪府立公衆衛

生研米所)･祁原作春 (大紋肘池田保馳所)39.1.31 安和

通常の感受性の市槻系統とDDT抵抗性のJIR系統のイエバェについて,蛸化の遅速によってearly

colonyと1atecolonyとにわけ,これを15代つづけて淘汰した.DDT に対する感受性を LD50で

比較すると, earlycolony の感受性は市くなり, latecolony は感受性の統いiLtF71となった.

γ-BHC に対しては colonyによる感受性ないし拡抗他の相矧 まみとめられなかった.

叩3'は白む招 1)において抵抗性系統のイエバェは,感

受性系統のそれにくらべて卵一助虫の発育期間が長く

なるという特jti･性のあることを招iSlした.そしてある

系統のイエバエの如印のrrlに含まれる桐肘 こよる感受

性の相光について,火m的にみれば発Tfを早く完

了した桐肘ま殺ilL剤に対するE･._G受性がTSく.発育のお

くれた桐附ま感受性が低いLl!E71であろうと類推した.

Pimentaletal.8)は同一災田のイエバエにおいても,

最もおそく蝋化したものは最も申く娩化したものにく

らべて DDT に10付守も放かったと印llt-fL. Decker

etal･2)は同じ培端からでもおそく羽化した イエバエ

の次代における感受牡は,叩く羽化したハエの次代に

おける感受性とくらべて DDT に強かった と報告 し

ている.さらに McKenzieetal.1)は,このように

早く煽化した蛸とおそく煽化した煽とにわけるという

淘汰をつづけてゆくと, ふたつの substrainのあい

だの DDT に対する感受性がかなり異なって くるこ

とをみいだした.Kerretal.3) も同様に DDT抵抗

. 本報告の概要は,1961年4月3E](久田米).1962叩4月5日 (千燕)日本術生動物学会大会において発表
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